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石坂産業㈱拡張計画
反対署名1253名分を提出！
　以前から報告してきましたが、くぬぎ山の「石坂産業㈱」が従前の施設を拡張、
新たに総計1000t/日を超える産廃処理施設を設置する計画を申請しています。
　この施設設置計画は、「くぬぎ山自然再生事業」計画地内にあります。事業の
主旨である「くぬぎ山をかつての武蔵野の緑豊かな平地林の姿に蘇らせること」、
「産廃施設の移転誘導を図る」ことに真っ向から逆行しています。
　私たちは、この計画に対し、1)くぬぎ山自然再生事業に逆行する、2) 周辺は
優良農地であり、これまでも産廃施設による被害を被ってきたこと、3) 周辺住
民に対する説明が不十分である点、4)アスベストや重金属等様々な有害化学物
質飛散の危険、5)当該事業者について許可の取消を求める裁判が続行中であ
る点、等を理由とする、周辺住民の反対署名1253名分を、埼玉県、県の都市
計画審議会、所沢市、三芳町に提出しました。署名にご協力いただきました皆様、
本当にありがとうございました。
　この計画は大規模ごみ処理施設設置の計画であるため、産業廃棄物の許可
の他に、建築基準法51条但し書き許可も必要とされます。このため、県の「都
市計画審議会」において、都市計画上の支障がないかどうかについての審議に
付されることになっています。この審議会は7月20日に予定されており、私た
ちは、本件は都市計画上支障がないとは、到
底言えない、と審議会に対し、意見を提出し
ました。
　　所沢市は、この計画に対して、「環境
に影響を及ぼすおそれがある」と指摘し、
狭山市は、「くぬぎ山再生事業計画地内に
おける廃棄物処理施設増設は好ましくな
い」と指摘しています。

-6-

バザー報告
　去る5月14日（日）、恒例の「母の日バザー」
を美原町 3丁目の生活クラブ生活館にて開きまし
た。当日は恒例のおいしい手作りお菓子や母の日のお花のブーケを、地域の多
くの方が駆けつけて、たくさん買っていってくださり、盛況に終えることができま
した。お客様として駆けつけてくださった皆様や、ひたすらお菓子を作ってくだ
さったお母さんたち、また、たくさんの献品もいただき、この会が地域の皆様
の暖かい協力の下に続けてこられていることを、事務局一同実感し、感謝する
とてもよい機会となりました。本当にありがとうございました。
売り上げは、裁判支援や本の出版費用などに充てさせていただきます。また、
12月にはクリスマスバザーを開催する予定です。事務局でも、今度は何を手作
りしてみようか、と、楽しみにしています。是非、ご来場下さい。

記録集販売報告と会計報告
昨年12月に出版した記録集「産廃銀座に挑んだ住民たち」の会計報告がまと
まりました。大赤字になったらどうしよう、という心配もつかの間、大変好評で、
事務局の手元に残る本は10 冊を切ってしまいました。お求めの場合は、お早
めに事務局までご連絡下さい。黒字まであと一歩！

★「産廃銀座に挑んだ住民たち」会計報告　　2006.7.16 現在

収入                                                支出
　本販売（470 冊）　　　 916,560　         合同出版（530 冊）   940,950
　ＣＤ販売（25枚）　　 　 41,200　           ＣＤ制作費（50枚）     8,000
　カンパ    　　　　         64,475　　　　　送料（贈呈分含）         17,400
　( 大森・藤野・澤井・森・中島・藤田 )　     申請人連絡用葉書・切手   　　  
                                                                                          60,500  
   慰労会残金　　　　        3,900　　　　　事務経費                  10,150
 合計                   　  1,034,135 　　合計                         1,037,000

＊ 残高＝-２８６５円
＊ 本の在庫はまだあるので、赤字はなくなる見込み。その後の収入は「守る会」
会計へ繰り入れる。
＊ 贈呈は、本：３４冊、ＣＤ：２３枚



　この件は6月県議会でも取り上げ
られ、上田知事は、議会での答弁で、
これらの指摘には全く触れず、「改善
であるからいいのだ」と答えるのみで
した。しかし、知事本人が現地を確
認することもなく、申請添付書類から
も、業者の称する「改善」が大幅な
拡張であることは明白である事実を
無視した、大変不誠実な答弁だった
と感じています。
　大変厳しい状況の中、7月20日
には、この件を審議する都市計画審
議会が開催される予定です。直近の
農家の方々も反対し、様々な要望活
動を行っています。くぬぎ山自然再生
協議会の会長・副会長からも、この
計画はくぬぎ山自然再生事業に逆行
する、という指摘がされています。私
たちも、このような計画が許可されて
しまうことのないよう、最後まで働き
かけを続けていきたいと考えています。

石坂産業㈱裁
判報告
　拡張計画を進める石坂産業㈱で
すが、現在の許可についての違法
を訴える裁判も、証人尋問手続き
を終え、いよいよ、結審を迎えま
した。判決は9月27日、104号
法廷で言渡されます。この裁判が、
石坂の拡張の歯止めとなることを
願いつつ、判決の日を迎えたいと
思います。
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新明ゴミ山火
災裁判傍聴記
　今回は、新明ゴミ山火災
裁判に控訴審準備の段階か
ら積極的に関わってくださっ
ている、環境社会学の研究者でもあ
る、定松淳さんより報告してもらいま
す。

　この日、5月24日の法廷は11時
30 分から行われました。これまでに
もまして、あっという間に終わりまし
た。今更言うまでもないことですが、
裁判というのは長く待たされては、ほ
とんど進まないものですね。少し前
からずっと論点になっているのは、ゴ
ミ山火災における、①産廃業者と②
埼玉県の責任については検討してゆく
こととした上で、③排出事業者の責
任を裁判の中で扱うかどうか、という
ことでした。本質的には③の責任も
小さくないはずですが、現在の法制
度の中では③の責任を問いにくいの
は事実です。この日、裁判長は③に
ついて、「取り下げをお勧めしますけど
ね」とはっきり言いました。これに対
して弁護団はあくまで争う、という旨
を述べました。裁判官たちは、すこ
し呆れたような感じだったでしょうか。
少しやり取りがあって、それでこの日
は終わりでした。12時を回っていな
かったと思います。
　その後はいつものように法廷脇の
控室で、弁護団と守る会のメンバーと
で少しミーティングをしました。「裁判
官の発言は（③排出事業者について
は）取り下げた方が、裁判の進行に
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とても勉強になりました。
　今回は、現在も所沢で唯一、焼却
を続行している、所沢インター出口す
ぐにある、ヤマ商物産へ見学に行き
ました。ヤマ商では、相変わらずの
焼却で、ますます、元気に、うーん。
開き直っていました。
ごみはごみなんだから、分けろって言
われたって。。。などと、プラスチック
の分別をますますしなくなってるよう
でしたし、バッテリーをたくさん積ん
だ車が搬入にきても、「断れない」と、
受け入れていました。以前はもう少し
操業に気をつけていたのではないか
と思い、住民の監視が必要だという
ことを、改めて実感しました。これか
ら、産廃ツアーの際には、必ず、廻
ることにしよう、と思います。

ヤマ商からすぐ近くの「岩本土木」（所
沢の市場隣の産廃ゴミ山）では、県
の措置命令による、撤去作業が終了
していました。ごみを１/3 程残し、土
をかぶせた状態で、放置されていまし
た。このまま経過観察状態に入って
いるようです。経過観察といいながら、
そのまま放置されるのです。
ここでは、硫化水素などの「有毒ガ
ス」の発生が問題になっていました
が、ガス抜きの管がささっており、フィ
ルターなどの措置がとられているのか、
廃水処理はどうなっているのか、など、
疑問はつきません。最終処分場より
ひどい状態で「経過観察」とは。

　くぬぎ山では、石坂産業の脇の公
道を通ると、監視員がかけつけ、2,3
人がついて回ります。石坂は施設周辺
のくぬぎ山自然再生事業計画地内の
林を買い入れたり借りたりして、花木
園と称し、囲いをつけ、誰も入れない

ように整備しています。現在は第22
花木園までできてしまいました。林の
中に木屑破砕チップや赤茶けたがれ
き屑を大量に敷きこみ（これは投棄で
はないか。。。）、異様な姿です。鳥も
虫も生き物の姿は見えません。公道
を通っているだけで、全て私物ですか
らカメラを出さないでください、写真
を撮らないで下さい、と大きな声で
威嚇されました。林も「私物」だそうで、
花木園も写真を撮ってはならないそう
です。あまりの態度に「何の権利があっ
て、公道を通っている人にそんなこと
を言うのか」、と言いましたが、あき
れるばかりです。
　くぬぎ山内にさらに足をすすめると、
「日榮興産」が敷地を拡張して、塀を
高くし、ごみを積み上げている様子
が見えます。向かいはアーバンリサイ
クル。ダイオキシンの基準の超える土
壌汚染が昨夏発覚し、原状回復をす
るよう指導を受けています。さらに進
むと、サトーエコシステムの廃プラの
山が見え、相変わらず、破砕をしてお
り、破砕屑が散乱しているのが見え
ます。再三にわたって、抗議しました
が、この廃プラの山が「有価物」だそ
うで、埼玉県もこれを認め、操業を
続けています。

　このように、見回れば見回るほど、
まだまだ問題が次から次へと出てくる
状態です。ため息をつきつつ、今後
も監視を続けたいと思っています。学
生さんを始めとする若い人たちの感想
も新鮮で、案内した側が、気がつか
されることも多々あります。また、大
勢で見回っていると、業者へのプレッ
シャーにもなります。盛りだくさんの
「産廃ツアー」、興味のある方はぜひ、
事務局まで声をおかけ下さい。
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では、裁判長らに現地に来てほしい、
という原告側の検証申し立てについて
のやりとりと、相変わらず、被害はな
い、と主張する被告側森川弁護士と
のやり合いとなりました。
裁判長らは、検証ではなくとも、事
実上、進行協議期日として現地に行
くことは必要と考えているとのことで、
現地調査は実現しそうです。ただし、
当日は、被告側も現地を片付けるな
ど、周到な準備をしてくることが予想
されます。しかし、現地に実際に来
てもらい、産廃処理施設が隣地にあ
ることがどんなにひどい被害を及ぼ
すかを実感してもらいたいと考えてい
ます。また、明白な騒音規制違反が
あるにも関わらず、被害がない、訴
訟をながびかさせて迷惑を受けてい
る、などとする被告側の身勝手な主
張に、あきれるばかりですが、騒音
の専門家などの見解を求めていくこと
も必要と考え、準備を進めています。

クリーンサービス
操業実態報告
湯澤安治
　これまでクリーンサービスの操業実
態を観察して、次の5点がわかってき
ました。

①石膏ボードを、重機で踏んで破砕
をしている。
②木材を重機で鋏んで破砕をしてい
る。
③がれき屑をふるいにかけていた。

重機の先が篩のような構造になって
いる。
④廃棄物の山の上に重機を載せて重
機の移動を繰り返し、廃棄物の破砕
をしている。
⑤重機が1台動くだけで騒音規制基
準を超えてしまう。また、粉じん飛散
防止のため、散水する際のくみ上げ
ポンプの機械音が騒音規制基準を超
えるほどの唸り音を出している。
以上、①～④に共通しているのは違
法な破砕の実態です。クリーンサービ
スは保管積み替えの許可しか持ってお
らず、破砕等は行ってはならないから
です。破砕作業によって、廃棄物中に
含まれる有害物質が細かな粉じんと
なって飛散します。また、騒音の増大
につながり、周辺へ及ぼす影響は大
変なものです。一刻も早く操業の差止
めが実現してほしい、と思い、今後
も被害の実態を調査し、告発してい
きたいと思っています。

産廃ツアー報告
　会では、問題を少しでも多くの人に
知ってもらおうと、所沢の産廃施設や
ゴミ山等を案内する「産廃ツアー」に
取り組んでいます。６月は、18日に
立教大学の法学部の学生さんを案内
し、24日には東京経済大学の学生さ
んを案内、7月には、司法修習生の
方々をご案内し、それぞれ見学の後、
意見交換会をしました。
　各ツアーでは、マイクロバスや車で
廻り、途中、施設が集中しているとこ
ろでは歩き、裁判をしているところで
は、被害者の方の話を聞いてもらいま
した。私たち自身も、それぞれ、案
内しながら、質問を受けたりしつつ、

に超越していて、今ではむしろそこに
爽快なものを感じます。
　僕は一審の敗訴の直後に「守る会」
に入会して少しだけ裁判をお手伝いし
たのですが、こんなあからさまな被害
を受けているのに一審では負けてし
まったわけですから、最初は二審もま
るで勝ち目がないように思われて、と
ても悲しく、お手伝いもやる気がでな
いような時もありました。しかし、そ
れは裁判に勝てるかどうかという、ま
だまだ表面的な面でしか現実を捉え
られていなかったことが今ではわかり
ます。「勝つか負けるか」で一喜一憂
するのではまだまだ腹が据わっている
とは言いがたく、たとえ負けたとして
も堂 と々していられることこそが大事
ではないか。この裁判のお手伝いを
通じて、自分の中にもいつのまにか効
率的、功利的な考え方が潜んでいる
ことを教えられたように思います。
この日、僕は裁判前に偶然、原告の
本間峯雄さんとお話することができま
した。本間さんも「勝つか負けるかじゃ
ないんだ」とおっしゃっておられたの
が印象的でした。

定松淳

クリーンサービス
操業差止め請
求裁判報告
　5 月 25 日、7 月 13 日 は、 ク
リーンサービス操業差し止め訴訟第
13,14 回期日でした。
5月から、女性裁判長に代わり、訴
訟指揮も明確です。この2回の期日
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プラスになるということではないのだ
ろうか」という質問がでました。この
気持ちはよくわかります。僕自身も以
前同じ質問をしたことがあります。
しかし考えてみると、日本は司法取引
があるわけでもなく、取り下げたから
といっても何も得るものはありません。
取り下げたことで結論が変わるのだと
したら、そちらこそが問題ではないで
しょうか。あるいは、裁判が長くなる
と、裁判官が変わって①産廃業者と
②埼玉県についても議論の流れが変
わってしまうでしょうか。しかし、裁
判官が変わって、判決が良い方に変
わるか、悪い方に変わるか、それは
どちらになるかわかりません。いずれ
にせよ、③を取り下げれば、時間の
節約はできるかもしれませんが、時間
を節約して効率的に何かを得るため
に裁判を行っているのでしょうか。責
任が問いにくいからといって③排出事
業者が法廷に呼ばれなくてよいという
理由にはならないはずです。一体取
り下げることは、裁判官たちが自分の
仕事を減らす以外にどんなメリットが
あるのでしょうか。もちろん原告側も
楽になるといえば楽になります。しか
し、楽を目指すなら最初から裁判な
どしないのが一番楽なようにも思えま
す。
　つまり、弁護団は、あるいは「守る
会」は、勝つか負けるか、といったこ
とを超越して、正義を問おうとしてい
るのだ、と僕は感じるようになりまし
た。もちろん勝つことを目指して裁判
を行うのだけれども、理想的とは言
いがたい法制度の中で勝てるか負け
るかはわからない、しかしできるとこ
ろまで義を問い続け、足跡を残そう。
それは効率だ何だといったものを完全


